
寄居町（埼玉県）の一体的実施 
 寄居町役場庁舎２階に「よりいジョブセンター」を開設し、町とハローワークが一体と
なり、町民に対して内職相談、生活相談や職業紹介を実施し、また合同で就職面接会、
就職支援セミナーを開催 

寄居駅に近くて便利な「よりいジョブセンター」で、町の内職相談や生活相談と、ハロー
ワークの職業相談や職業紹介を、ワンストップで提供することを実現 

町 国 

① 事業内容 
   ・内職相談や生活相談、職業相談や職業紹介の実施 
   ・求職者向けの管理選考、職場見学、セミナー等の開催 
   ・障害者に対する就労支援の実施 
 

② 協定・事業計画 
   ・寄居町と埼玉労働局の間で協定（＊）を締結 
   ・数値目標を盛り込んだ事業計画を寄居町と埼玉労働局の間で策定 
    ＊ 協定の実施等について相互に要望することができ、出された要望には誠実に対応する旨を規定 
   

③ 運営協議会 
   ・寄居町職員、埼玉労働局職員、労使団体代表者をメンバーとする運

営協議会を設置（寄居町長が会長） 
 

内職相談、生活相談の実施等 職業紹介・職業相談の実施等 

平成２４年９月３日事業開始 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１） 実施体制 
町 国 

（２） 事業目標の達成状況 

   

平成２５年度事業目標 取組状況（２５年１０月末時点） 

目標項目 目標値 年度計（２５年４月～１０月累計） 

職業相談・職業紹介 紹介就職              
年３５０件以上            

紹介就職２９８件 

就職支援セミナーの実施 
就職支援セミナーの開催    
年６回以上 
 

開催３回 参加１２９人 

就職面接会の実施 就職面接会の開催         
年１回以上 実績なし 

内職相談・あっせん 内職あっせん 
年５５件以上 あっせん２７件 

・ 職業相談員３名（うちナビゲーター２名）、 
 を配置 
・ 求人情報提供端末３台、職業紹介端末 
 ３台を配置 

・ 内職相談員１名（週２日）、総合受付 １名 
 を配置 
 



 ① 抱える課題 
 ・ 就労経験は自動車部品組立工（１２年）のみであり、厳しい社会状況の中、再就職に不安をもって来所。 
 ・ 母子家庭の母であり、実家に在住しているが、経済的な不安を抱えている。 
 ・ 公共交通機関による通勤は不便であり、マイカーでの通勤を希望している。 

一体的実施事業による就職成功例 
女性：３６歳   希望職種：製造業    直近の雇用形態：フルタイム（会社都合により解雇） 
→ 母子家庭の母であり、フルタイムと内職の両方に申し込み、支援を開始。 

② 支援内容・ポイント・経過 
・ 当面の収入確保を考え、ハローワーク相談員より内職の申し込みも併せて行うよう提案し、寄居町内職 
  相談員につないで内職についても申し込みを行う。 
・ ハローワーク相談員より、雇用形態にこだわらず、製造業の経験を生かした再就職先を考えるよう助言。 
・ 母子家庭の母であるため、ハローワーク相談員は、社会保険に加入することを最重点にして探す方針を 
  たてる。 
・ ハローワーク相談員が応募書類作成のポイントや面接の対応を指導して、応募への不安を和らげる。 
・ 寄居町内職相談員から内職情報、ハローワーク相談員からはフルタイム・パートタイムの求人情報を 
  提供し、このうちハローワークから提供した複数の求人について応募を希望。紹介に至る。 

③ 結 果    （支援期間２カ月） 
   プラスチック製品製造会社（組立）にフルタイムで採用。 

     契約社員であるが、正社員登用制度があり正規雇用への可能性あり。   

④ ハローワークの担当者の所感 
     寄居町・ハローワーク相談員が連携し、内職・就職の両面から集中的に情報提供を行うとともに、マン 
  ツーマンで面接、応募書類作成等の支援を行ったことで、再就職に対する不安も薄れ、希望する職業への 
  早期就職が実現したと思われる。 
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